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　「自信」という言葉は日常的に

よく使われますが，改めて意味を

考えてみるとけっこう難しいとい

うことに気がつきます。広辞苑に

よりますと，「自分の能力・価値

や自分の言行の正しさなどをみず

から信じること。また，その気持

ち」とされています。しかし，全

く根拠もなく自分の能力に自信を

持つことは過信につながり，自分

の言行の正しさに自信を持つこと

は思い込みにもつながります。真

の自信とはどういうことなのか，

そこから考える必要があると思い

ます。

■本当の自信とは，分からないこ

とを分からないと言えること

　分からないことを分からないと

言える，これは簡単なようですが，

意外に難しいものです。そんなこ

とも分からないのか，と思われる

ことへの不安があるからだと思い

ます。自分に自信ができてくると

分からないことを分からないと言

えるようになる。逆に，自分に自

信がないときほど分からないこと

を分からないと言えないように思

います。

　では，分からないことを分から

ないと言えるようになるにはどう

したらいいのでしょうか。

　自分に自信ができてくると，分

からないことを分からないと言え

るようになる。それはなぜかを考

えてみましょう。まず，自分には

分からないこともあるというあり

のままの自分を受け容れているこ

とが前提になりますが，同時に，

今は分からないことでも，自分で

調べたり，教えてもらったり，そ

れなりの努力をしていくことでだ

んだん分かるようになっていく，

という思いが持てること，それが

自信ということになると思いま

す。

　そして，自分はやれるだけのこ

とをやってきた（やっている）と

いう思いがあることも非常に重要

だと思います。

　例えば，人前で発表するときに，

自分としてできるだけの努力をし

たという思い，そして，今は分か

らないことでも努力すればだんだ

ん分かるようになっていくだろ

う，という思いがあれば，自分の

分からないことを指摘されたとき

に，「そのことは気づきませんで

した」「考えていなかったので今

は分かりません」「気がついてい

なかった点を指摘していただき，

ありがとうございました」「これ

からその点についても調べ，考え

ていきます」と言えるのではない

でしょうか。

　逆に，本来すべきことをしてい

ないという思いがあると，そのこ

とがばれないようにしたいという

思いが強く働き，分からないこと

を質問されないか，指摘されない

かという思いから，不安が非常に

強くなるでしょう。そして，分か

らないことを指摘されると，何と

かごまかそうとして，いい加減な

答えをしてしまう（その結果かえ

って信頼をなくす）といったこと

が生じやすいと思います。

　これらのことから，改めて「自

信」とは何かを考えてみましょう。

やる前から100％できる自信があ

るということはありえないはずで

す。

　では，「自信がある」というの

はどういうことなのでしょうか。

それは，最初は100％できなくて

もやっていくうちに少しずつでき

るようになっていくだろうと思え

ること，今は50％でもやってい

くうちに60％になるだろう，そ

して，さらにそれなりの努力をし

ていけば70％になっていくだろ

うと思えることではないでしょう

か。

　そして，もう 1つ大事なことは，

自分はできるだけの努力をしてい

ると思えること，これが自信につ
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ながるのではないかと考えていま

す。

　分からないことを分からないと

言えるようになることが本当の自

信であり，そのためには，やって

いくうちに少しずつでもできるよ

うになっていくという感覚，自分

はできるだけのことをやっている

という感覚が大事です。

■部下の「自信」を育てる

　仕事においては，「積極性が大

事だ」「積極的になれ」とよく言

いますが，言われただけで積極性

が獲得できるものではありませ

ん。積極性を育てる指導が必要に

なります。

　では，部下の積極性を育てるに

はどうしたらいいのでしょうか。

積極性はどこから生まれてくるの

でしょうか。それは自分に対する

信頼感，自分に自信があると積極

性が高まるということが分かって

います。逆に自分に対して自信が

ないと，消極的になってしまうの

です。

　従って，自分に自信がある部下

を育てることが重要になります。

　何か新しいことをするにもかか

わらず自信がある，初めてのこと

をするのに自信があるとはどのよ

うなことでしょうか。それは，前

項で述べたところですが，「初め

てのことであれば最初はうまくで

きないかもしれない，でもやって

いくうちにできるようになってい

くだろう」という感覚，実は，こ

れが「自信がある」ということに

なります。この感覚を正確には「自

己効力感」と言います。

　この自己効力感があるというこ

とが，積極性につながっていくの

です。つまり，管理職の皆さんは，

部下の自己効力感を育てることが

重要になります。

■部下の自己効力感を育てる

　自己効力感はどのようにすれば

育てられるのかと言いますと，成

功体験が大事だということが分か

っています。子供の自己効力感を

育てるためには，子供に成功体験

を積ませるということが大切で

す。同様に，部下にも小さくとも

いろいろな成功体験を重ねさせる

ということがとても大切です。

　もう 1つは「成長」という視点

で評価をすることです。結果のみ

を評価するのではなく，その経過

を検証し成長という視点で評価す

ることが重要です。

　例えば，80点以上が合格の資

格試験があったとします。 1回目

「不合格だったぞ」， 2回目も「ま

た不合格だったぞ」，3回目も「ま

た不合格だったぞ」と伝えると，

4回目は「もう駄目だと思うので

やめておきます」となりやすいの

です。しかし，同じ不合格でも，

1回目「初めてだったが50点，半

分できていたぞ」， 2回目「また

不合格だけど60点。前より10点

伸びていたぞ」， 3回目「また不

合格だけど70点。また10点成長

していたぞ」と，そのプロセスや

成長している部分を評価すれば，

4回目も「頑張ればできるかもし

れない，チャレンジしてみよう」

という気持ちになりやすいので

す。

　管理職の皆さんは部下に積極性

を持たそうとするのであれば，結

果だけを評価するのではなくて，

経過，成長という視点で部下を評

価する姿勢が重要になります。
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